
フラゾリドンがにわとりの発育および甲状腺に及ぼす影響
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Iltfluence　of　Furazolidone　on　Growth　and　Thyroid　Glands　of　Chicks

SuEsHIRO　TAGAMI，　TETSuRo　NAKAyA，　and　KAZuyuKI　YANiAiMoTo

　フラゾリドンは，家禽の原虫症や豚・家禽の下痢症な

どの発症を抑制する予防剤ならびに生長促進剤，ひいて

は家禽の飼料要求率の改善，産卵率の向上および淘汰率

の減少などを目的とした飼料添加剤として，鶏の市販配

合飼料中に約0．003　NO．0！％程度添加されていること

は周知のことである。家禽のコクシジウム原虫症1）一一4），

家禽の下痢症やその他の疾病5）一7），豚の下痢症やその他

の疾病3），鶏の生長9）一“15）・22），豚の生長16）・17）および鶏の産

卵率18）’“22）などに対してのフラゾリドンの効果について

は甚だ多数の報告23），24＞がある。　フラゾリドンの抗菌性

作用は，病原微生物の炭水化物代謝過程を阻害する作用

に基づくものと考えられているが，生長促進効果が如何

なる要因によるかは，いまだ明らかでないようである。

フラゾリドンが生長に関係があるとすれば，生長に関与

する内分泌腺の一一一・つとしての甲状腺に，何らかの影響が

あるのではないかと考えられるが，フラゾリドンを添加

給与した場合の，甲状腺の：璽：量におよぼす影響について

の報告はあるにしても12），その組織像についてまで観察

した報告は見当らないようである。そこで，常用量より

も多量のフラゾリドンを添加した飼料を用いてにわとり

の飼育試験を行ない，その生長におよぼす効果ならびに

肝臓および副腎の重量，甲状腺の重量および組織におよ

ぼす影響について検討したので報告する。

材料および方法

1．供試ヒナおよび供試飼料

ナを供試した。試験区分は，実験1では40羽の雌ヒナ

を20羽ずつの2群に分げて無添加群（対照群）とフラ

ゾリドン0．02％添加群とし，実験llでは，おのおの30

羽の雌雄のヒナを雌雄同数のヒナ計20羽ずつの3群に

分けて，無添加群（対照群），フラゾリドンO．03％添

加群および0。06％添加群として蕎雛試験を行なった。

基本飼料は第1表に示すように配合したものである。こ

の基本飼料にコクシジウム予防剤ナイクラジンを0．05

Table　i．　Composition　of　basal　ration．

Ingredient

Yellow　corn

Wheat

Wheat　bran

Rlce　bran

Soybean　oilmeal

Fish　meal

Alfalfa　meal

Calcium　ea（　rbonate

Dicalcium　pbosphate

Sodium　chloride

Vitamin　A　and　D　supplementi）

Vitamin　B　mixture2）

Trace　mineral　mixture3）

Basal　ration　（％）

Exper1一

ment　1

40

11

9

7

15

12

3

2．00

0．30

0．45

0．10

0．10

0．05

Experi－

ment　II

　本実験は2回の育雛実験（実験1およびH）よりな

る。実験1においては1964年7月31日，実験Hにおい

ては，1965年7月31日に艀化した白色レグホン種のヒ
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0．50
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Contains　vitamin　A，　10，000　1．　U．　and　vitamln

D3，　2，000　1．　U．　per　gram　supplement．

Contalns　vitamin　Bi　nitrate　1．Og，　vitamin　B2

4．4　g，　folic　acid　O．！32　g，　nicotinic　acid　amide

4．4　g，　calclum　pantothenate　4．4　g，　and　choline

chlorlde　50．0　g　per　kilogric　m　of　mix£ure．

ContaiRs　mac　nganese　16．60％，　iron　6．02％，

cobalt　O．06　9（o，　copper　O．62　9（o，　and　ziRc　O．4　9（o．

Nicrazin　O．5g　per　kilogram　of　ration　x？Lras　usecl

in　control　group　of　both　1　and　II　experiments．
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％添加したものを対照群の飼料とした。両実験における

フラゾリドン添加群の飼料は，基本飼料にそれぞれの割

合のフラゾリドンを添加したものである。

2．飼育管理および体重測定

　育雛期間は各実験ともいずれも飯付け後4週闇で，夏

期のために，とくに温源を設けず，ユ0臼問は箱型蕎雛器

内で飼育し，その後はヒナ用ケージに収容して屋外飼育

とした。飼料および飲水は自由摂取とし，餌付け時から

試験飼料を給与し，毎日残餌量を秤量し，給与量から差

し引いて飼料摂取量を求めた。

　体重は，餌付け後！週間ごとに1羽ずつ測定した。

3．臓器の重量測定および甲状腺組織標本作成

　生長試験終了後，実験1においては，各群の平均体重

に近いものから3羽ずつを，実験llにおいては，雌雄同

数の3羽ずつ計6羽を選んで解体し，ただちに第3表に

示した各臓器をとり出し，その重：量を測定した。

　甲状腺は重量測定後ただちに10％中性ホルマリン液

で固定し，常法に従って，パラフdン包埋ののち4～6μ

の切片を作り，　MAYERのヘマトキシリン・エオジン

（H：E）の重染色ならびにPAS染色を行ない検鏡した。

1．発　育

結 果

第1図に発育曲線を，また第2表に発育試験の成績を

　　　　　　　　　　　　　　　Fig．　1
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まとめて示した。

　（1）雌ヒナのみを供試した実験1：0．02％添加群

のヒナは，無添加群より4週間の増体重：量は約10％高

くて発育はよく，飼料摂取量にはほとんど差がなく，し

たがって飼料効率は高かった。

　（2）　雌雄のヒナを供試した実験H：発育は，雌雄の

ヒナとも無添加群に比較して0．03％および0．06％添

加群はともに劣り，とくに0．06％添加群においてその

差は大きく，統計的に見てもあきらかに有意（p＜0．01）

であった。すなわち，増体指数は，無添加群の！0eに対

し，雌ヒナでは0．03％添加群が95，0．06％添加群が

68，雄ヒナでは0．03％添加群が97，0．06％添加群が

62で，雌雄のヒナともに無添加群＞0．03％添加群＞

0．06％添加群の順であった。

　飼料摂取量は，無添加を1．OOとして比較すれば，雌ヒ

ナでは0．03％添加群が96，0．06％添加群が84，また

雄ヒナでは0，03％添加群が97，0．06％添加群が93

であった。雌雄のヒナともに，飼料摂取量：は融融指数と

ほぼ同様な傾向を示し，その間に顕著な差は認め得なか

った。したがって，飼料効率はとくに0．06％添加群に

おいて低い結果となった。

　以上，　実験1および∬の結果から，　フラゾリドンを

0．02％添加した飼料を給与すると，雌ヒナの発育はよ

くなり飼料効率も改善されたが（雄ヒナの成績はないた

め不明であるが），0，03％添加では，発育は雌雄ともに

やや低くなる傾向を示し，生長促進効果も飼料効率の改

善も認め得ず，　0．06％添加ではあきらかに雌雄のヒナ
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Table　2．　Average　weight　gain，　feed　intake　and　feed　efficiency　of　chicks　（4　vv’eeks）．
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ともに発育が低下した。

　2．　甲状腺およびその他の臓器重量

　両実験における甲状腺，肝臓および副腎の各臓器重量

の測定結果を，比体重重量：（体重IOO・9当たり）に換算

して第3表に一括して示した。

　　　　　　　Table　3．

Weight　gain　（g）／feed　intake　（g）×100

FZD：　Furazolidone

Mean　value±standard　error　of　mean

The　difference　between　this　rnean　and　that　of　the　control　group　is　significant　at　＊＊p〈O．O！

Weight　of　thyroid，　liver　and　adrenal　（wet　weight　per　！00

　甲状腺の比体重重量は，実験llにおけるフラゾリドン

0．06％添加群の雌ヒナが，わずかに無添加群に比して

軽い傾向を示したほかは，実験夏およびHともに添加群

が無添加群に比して重い傾向にあり，0．06％添加群の

雄ヒナでは：有意に重かった。

　肝臓の比体重重量は，両実験のフラゾリドン添加群お

　　　　　　　　　　　　　　g　body　weight）．

Group Treatment Thyroid　（mg） Liver　（g） Adrenal　（mg）

Experiment　1

A
B

Control

FZD2），　O．02　％

7．06±O．7！i）

10．05±O．92

3．25±O．31

3．38＝ヒ0．57

！5．77rt．T　1．68

19．16±1．24

Experiment　II
　　Males

A
B
C

Control

FZD，　O．03　％

FZD，　O．06　％

5．40ゴ＝0．39

6．64±0．79
　　
6．95±0．33

2．93±O．20

2．78±O．15

3．42±O．IO

12．74±0．06
　　
11．66」＝0．31

12．92±0．39

Fe皿ales

A
B
C

Control

FzD，　o．03　90

FzD，　o．06　90

6．27±O．24

7．10±O．5i

6．13±O．55

3．50±O．33

3．07±O，24

3．30±O．34

12．85＝ir　O．28

　　
！1．87±0．86

13．59±2．17

）
）
）

1
9
翻
0
0

Mean　value±standard　error　of　mean

FZD：　Furazolidone
The　difference　between　this　mean　and　tha£　of　the　control　group　is　significant

at　＊p〈O．05

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　37　一
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よび無添加群ともにほぼ同程度であったのに対し，副腎

は，実験ffの雌雄のヒナの0．03％添加群が無添加群よ

り統計的に軽かったが，0．06％添加群は無添加群より

むしろ重い傾向にあった。

3．　甲状腺の組織

　無添加群の正常な組織像（第2図）に対し，一般にフ

ラゾリドン添加群では特異的な組織像の変化が認められ

た。すなわち，変状を示した部位の甲状腺小胞は不正形

となり，その小胞の上皮細胞の核はやや内腔側に扁し，

この部分の小胞腔およびk皮細胞はともにエオジンに強

染し，PAS反応が強陽性であった。　しかして，かかる

変状を示す甲状腺小胞が数個ないし多数集まり島状に甲

状腺の横断面の中央部および外周辺部，すなわち甲状腺

の各部位に点在していた（第3～7図）。

　雌ヒナでは，0．02％，0．03％および0．06％とフラ

ゾリドンの添加量が多くなるに比例してその変化が強か

った。雄ヒナでは，フラゾリドン0．03％添加群も0．06

％添加群もほとんど同様に，雌ヒナにおけるフラゾリド

ン0．06％添加群に匹敵する程度の強い変化が認めら

れ，組織像の変化の程度は，雌ヒナよりも雄ヒナにおい

て強度であった。

考察および総括

　鶏ヒナの発育および甲状腺におよぼすフラゾリドンの

影響を確かめるために，2回にわたり白色レグホン種の

初生ヒナを用いて4週間の発育試験を実施した。実験1

では，雌ヒナを用いてフラゾリドンの0．02％添加群，

実験Hでは，雌雄のヒナを用いてフラゾりドンの0．03

％添加群および0．06％添加群をもうけ，無添加群と比

較してその影響を調べた。

　鶏ヒナの発育は，フラゾリドンの0．02％添加によっ

て約10％改善され，飼料効率もよくなり，その添加の

効果が認められたが，0．03％添加では，雌雄のヒナと

もに生長促進効果も飼料効率の改善も認められず，むし

ろやや低下の傾向にあった。0．06％添加では，雌雄の

ヒナともにあきらかな膚意識をもって生長も飼料効率も

低下した。

　肝臓の比体重重量では，添加群と無添加群との聞に差

異を認め得なかった。副腎の比体重重量では，0．03％

添加群が無添加群に比して軽かったが，0．06％添加群

ではむしろ重い傾向にあった。Franclsら12）の0．0055

％添加で重く，0．0165％添加で軽く，0．11％添加で重

くなるとの成績と比較し，本実験におけるフラゾリドン

の添加量との違いはあるにしても，Francisらの成績と

同様な傾向であった。甲状腺の比体重重量：は，無添加群

に比較して添加群が重い傾向にあり，　とくに雄ヒナの

0．06％添加群では有意に重かった。これは，Francisら

の報告における0．0055～0．022％のフラゾリドン添加

で甲状腺の重：量は多くの場合いちょうに減少するとの報

告とは相反する結果となった。

　フラゾリドン添加群の甲状腺組織像には特異的な変化

が認められた。すなわち，不正形となった甲状腺小胞が

数個から多数集まって島状をなし，甲状腺の中心部や外

周辺部をとわず点在していた。島状をなしている小胞の

上皮細胞や内容はともにエオジンに強溶し，そのPAS

反応は強陽性であった。この特異的な変化は，フラゾリ

ドンの添加量が多いほど強く，発育を障害した添加量，

すなわち0．06％添加群では，発育を促進した添加量，

すなわち0．02％添加群に比してとくに強度であった。

また，雄ヒナにおける変化が雌ヒナに比して強度であっ

た。

　本実験にさいし，つねつねご懇篤な助言とご指導ご鞭

健をいただいている久池井忠男教授に心から謝意を表す

る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　Two　experiments　were　conducted　to　know　the　influence　of　Furazolidone　（FZD）　on　the

growth　and　thyroid　glands　of　day－old　chicks　of　White　Leghorn．

　　　In　the　first　experiment　（Expt．　1）　fourty　female　chicks　were　used　and　in　the　second　ex－

periment　（Expt．　II）　thirty　males　and　thirty　females．　Experimental　birds　were　distributed　to

two　groups　（A　and　B）　in　Expt．　1　and　three　groups　（A，　B　and　C）　in　Expt．　II，　respectively．

In　Expt．　1，　the　basal　ration　was　given　to　the　chicks　of　A　group　for　four　weeks　and　basal

plus　O．02　per　cent　FZD　ration，　to　B　group．　And　in　Expt．　II，　the　chicks　of　A，　B　and　C

groups　were　fed　the　basal，　basal　plus　O．03　per　cent　FZD　and　basal　plus　O．06　per　cent　FZD

ration　for　same　period，　respectively．

　　　In　Expt．　1，　the　addition　of　O．02　per　cent　FZD　resulted　in　slight　improvement　in　weight

gain　and　feed　efliciency．　ln　Expt．　II　using　male　and　female　chicks，　the　highest　growth　rate

and　the　highest　feed　efllciency　were　observed　in　the　control　group　（A　group）．　The　C　group

of　O．06　per　cent　FZD　showed　the　slowest　growth　among　three　groups，　especially　after　two

weeks　of　age．　The　birds　in　the　B　group　of　O．03　per　cent　FZD　showed　a　slight　depression

in　growth　rate．

　　　In　general，　the　addition　of　FZD　exerted　slight　influence　on　weight　of　liver，　adrenal　glands

and　thyroid　glands　and　also　the　thyroid　gland　size　appeared　to　increase．

　　　The　histological　changes　of　thyroid　glands　were　observed　in　the　birds　f．ed　on　FZD，　espe－

cialy　in　the　birds　fed　on　the　highest　level　of　FZD　and　in　male　chicks．　ln　these　thyroid

glands，　some　abnormal　parts　which　were　scattered　as　small　islands　were　observed　and　these

parts　were　stained　by　eosin　or　PAS　selectively　and　strongly．
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